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域
に
飛
び
出
し
て
い
る
。

　

第
21
期
も
全
国
各
地
か
ら
39
名
の
個
性
豊

か
な
面
々
が
集
っ
た
。
毎
年
参
加
し
て
い
る
自

治
体
か
ら
の
参
加
も
あ
れ
ば
、
首
長
や
上
司
を

説
得
し
て
の
参
加
、
民
間
か
ら
の
参
加
、
オ
ー

ル
自
腹
で
の
参
加
と
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
は
違

え
ど
、「
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
何
ん
と
か
せ
ん

と
い
か
ん
」
と
の
共
通
の
思
い
が
あ
る
同
志
が

集
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
研
修
中
は
昼

夜
を
問
わ
ず
、
大
い
に
語
り
合
い
、
大
い
に
飲

み
明
か
し
た
。

　
熱
き
講
師
陣
と
充
実
し
た
研
修

　

リ
ー
ダ
ー
塾
で
は
、
塾
長
に
大
森
彌
氏
（
東

京
大
学
名
誉
教
授
）、
主
任
講
師
に
山
下
茂
氏

（
明
治
大
学
大
学
院
教
授
）、
後
藤
春
彦
氏
（
早

稲
田
大
学
教
授
）、
小
田
切
徳
美
氏
（
明
治
大
学

教
授
）、
大
杉
覚
氏
（
首
都
大
学
東
京
大
学
院
教

授
）、
沼
尾
波
子

氏
（
日
本
大
学

教
授
）
の
錚
々

た
る
講
師
陣

が
、
我
々
塾
生

に
対
し
、
時
に

は
優
し
く
、
時

に
は
厳
し
く
指

導
に
当
た
っ
て

い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
25
名
に
も
及
ぶ
地
域
づ
く
り
の
専
門

家
・
実
践
家
等
に
よ
る
講
義
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
等
の
グ
ル
ー
プ
演
習
、
歴
代

の
修
了
者
と
の
合
同
研
修
等
、
多
岐
に
亘
る
分

野
で
地
域
づ
く
り
の
理
論
と
実
践
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

　

特
に
、
主
任
講
師
の
も
と
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
は
、
小
田
切
ゼ
ミ
に
属
し
、
ゼ
ミ
長
拝
命
と

い
う
お
ま
け
つ
き
。
ゼ
ミ
生
ご
と
の
地
域
課
題

や
「
自
分
が
も
し
首
長
に
な
っ
た
時
の
公
約
」

な
ど
の
意
見
交
換
に
よ
り
、
熱
き
議
論
を
展
開

し
た
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
塾
卒
塾
の
鬼
門
で
あ

る
修
了
レ
ポ
ー
ト
作
成
も
こ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

行
い
、
小
田
切
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、『
学
校

を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
～
』
を
書
き
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

毎
回
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
後
は
、
無
制
限
１
本
勝

負
の
“
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
”
が
行
わ
れ
、
明

治
大
学
で
学
ぶ
研
究
生
や
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
オ

ダ
ギ
リ
」
に
集
う
歴
代
の
小
田
切
ゼ
ミ
の
面
々

と
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
こ
と
も
有
意
義
で
あ

り
、
各
人
が
持
参
す
る
郷
土
の
逸
品
も
美
味

か
っ
た
。

　
先
駆
的
な
地
域
づ
く
り
現
地
調
査

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ご
と
に
先
駆
的
な
地
域
づ
く
り

を
学
ぶ
た
め
の
現
地
調
査
も
勉
強
に
な
っ
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
塾
に
集
う
面
々

　
「
求
む
！
自
ら
を
磨
き
、
地
域
を
ひ
っ
ぱ
る

元
気
人
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
入
り
の
チ
ラ
シ

を
見
た
の
は
、
一
昨
年
11
月
に
愛
媛
県
で
開
催

さ
れ
た
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
の

折
。
す
ぐ
に
所
長
に
直
談
判
。
セ
ン
タ
ー
在
職

３
年
目
の
ご
褒
美
？
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
（
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
（
以
下
、
リ
ー

ダ
ー
塾
）
は
、
平
成
の
年
号
と
と
も
に
ス
タ
ー

ト
。
既
に
６
１
６
名
が
熱
き
想
い
を
持
っ
て
地
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　「
し
が
ら
み
」
を
活
か
す

　

こ
の
リ
ー
ダ
ー
塾
も
１

月
末
の
「
修
了
レ
ポ
ー
ト

発
表
会
」
で
、
全
員
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

主
任
講
師
と
大
森
塾
長
か

ら
の
温
か
く
も
厳
し
い
総

評
を
受
け
、
無
事
に
卒
塾

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最

後
の
塾
生
主
催
の
謝
恩
会

で
は
、
ゼ
ミ
毎
の
出
し
物

に
主
任
講
師
も
参
加
（
い

や
主
任
講
師
陣
が
一
番
目

立
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
が
）。
最
後
は
全
員
で
の

大
合
唱
と
小
田
切
先
生
渾

身
の
「
頑
張
ろ
う
コ
ー
ル
」
で
幕
を
閉
じ
、
別

れ
に
は
、
涙
あ
り
、
抱
擁
あ
り
と
感
動
の
ひ
と

こ
ま
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
塾
を
通
じ
て
、

全
国
各
地
に
繋
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
築
で
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
い
や
、
小
田
切
先
生
の
言
葉

を
借
り
る
と
、
簡
単
に
切
る
こ
と
の

で
き
な
い
「
し
が
ら
み
」
で
39
名
の
同

志
と
講
師
陣
、
事
務
局
で
結
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
「
し
が
ら
み
」
を
そ
れ
ぞ

れ
が
活
か
し
、
様
々
な
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
、「
焦
ら
ず
、

力
ま
ず
、
諦
め
ず
」
地
域

づ
く
り
に
ま
い
進
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　

さ
て
こ
の
研
修
で
、
自

分
自
身
が
磨
か
れ
、
地
域

を
ひ
っ
ぱ
る
元
気
人
に

な
れ
た
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
間
違
い
な

く
言
え
る
の
は
、
私
は
、

地
域
に
誇
り
を
持
つ
「
双

海
人
」で
あ
り
、
更
に「
伊

予
志
民
」
で
あ
り
た
い
と

思
う
気
持
ち
が
沸
々
と

湧
い
て
い
る
こ
と
だ
。
大

小
隔
て
な
く
、
志
を
高
く

持
ち
、
地
域
の
た
め
に
な
る
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
き
た
い
。

　

３
年
間
と
い
う
長
く
も
あ
り
、
短
く
も
あ
っ

た
（
財
）
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
で

の
学
び
は
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い

て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
え
ひ
め

地
域
づ
く
り
研
究
会
議
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
田
切
ゼ
ミ
で
は
、
和
歌
山
県
田
辺
市
、
み
な

べ
町
、
那
智
勝
浦
町
を
訪
問
。
そ
こ
に
は
、「
熱

い
ハ
ー
ト
」
の
あ
ふ
れ
る
地
域
が
あ
り
、
み
ん

な
を
引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
。
調
査
後

に
は
、
そ
の
地
域
を
紹
介
し
て
く
れ
た
小
田

切
先
生
か
ら
「
参
っ
た
か
！
」
と
自
慢
さ
れ
る

ほ
ど
、
特
色
の
あ
る
地
域
活
動
が
な
さ
れ
て
い

た
。（
現
地
研
修
の
詳
細
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
発
行
の
「
月
刊
地
域
づ
く
り
」
２
月
号
に

レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

　

ま
た
今
年
は
、
大
杉
ゼ
ミ
が
愛
媛
で
の
現
地

調
査
を
実
施
。
影
の
ツ
ア
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
上
島

町
の
㈱
し
ま
の
会
社
に
始
ま
り
、
内
子
町
で
岡

田
文
淑
氏
か
ら
ま
ち
づ
く
り
講
義
、
石
畳
を
思

う
会
と
保
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
取

組
み
、
そ
し
て
最
後
は
、
私
の
地
元
双
海
町
で

若
松
進
一
氏
か
ら
の
講
話
と
充
実
し
た
内
容
で

あ
っ
た
。（
こ
の
現
地
調

査
に
つ
い
て
も
、「
月
刊

地
域
づ
く
り
」
３
月
号
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。）

非
公
式
で
は
あ
っ
た
が
、

研
修
前
泊
の
松
山
市
内

で
の
交
流
会
も
近
隣
の

自
治
体
職
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

関
係
者
の
参
加
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

小田切ゼミのメンバーで大森塾長を囲んで「頑張ろうコール」

現地研修で訪ねた「紀州ほそ川」

■月刊地域づくり　http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/book/monthly/index.htm


